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令和元年度徳島市八万中学校総括評価表
学校教育目標 ： 人権を尊重し，豊かな人間性をもち，心身ともにたくましく未来に向かって生きる生徒の育成
（今年度の重点目標）～よりよい自分 よりよい八中～ １ 豊かな心の育成 ２ たくましく生きる力の育成 ３ 豊かな学力の育成 ４ 家庭・地域との連携

本年度の重点目標 具体的な活動計画 及び 自 己 評 価 学校関係者評価 次 年 度 へ の

【評 価 項 目】 【評 価 指 標】 達 成 状 況 と 実 施 状 況 評定 意 見 課題 と 改善策

１【豊かな心の育成】
①他人を思いやる心 ①年間計画に沿った，道徳・人権 【評価指標】 ・生徒アンケートから，「自分 ・保護者へのア ・保護者用アンケートで

や感動する心の育 の授業を展開する。 ・友達や自分 のまわりの人の人権を大切にし ンケート結果で，は，「先生は，生徒の人

成。 ②職員会議や各種委員会を通し， を大切にでき た生活ができている」と答えた A 「あいさつを習 権意識を高める指導をし

全ての教職員の共通理解を図る。 る生徒が８５ 生徒が，「ややそう思う」も含 慣づけている」 ていると思うか」では，

③学力向上検討委員会で本校の課 ％以上。 めると，９１％であり，目標を の質問に対して，８１％となっている。保

題について話し合い，解決策を検 上回った。 ９３％が賛同し 護者との協力が必要であ

②人権尊重の精神の 討する。 【評価指標】 ・「先生は，生徒の人権を高め ている。八万中 ると考える。教育相談等

育成。 ④アンケート調査や教育相談等を ・生徒の人権 る指導をしている」と思う保護 学校の校区内（町 でも，協力を求め，学校

通して，生徒の人間関係の状況や 意識を高める 者が，「そう思う」２３％であ 内会）でも，あ と保護者とで，足並みを

いじめにつながる事案等の把握に 指導をしてい り，「ややそう思う」を含める A いさつ励行に取 そろえた体制作りを行う。

努める。 ると感じてい と８１％で，わずかばかり目標 り組んでいる。

る保護者が を上回った。 喜ばしいアンケ

８０％以上。 ート結果である。

２【たくましく生きる力の育成】
①仲間と共にさらに ①互いの良さを認め合えるよにと，常時指導を行 ・「学校のルールを守り，同じ ・学校が「子ど ・「学校に行くことは楽

良くなろうと，問題 う。 学校の友達とより良い学校生活 も達のいじめ問 しい」と思っている生徒

解決を図る力の育 ②組織的に対応ができるように，「報・連・相」 を送ることができている」に対 題」を早期発見 が，８８％となっている。

成。 の周知徹底を行う。 し，「そう思う」７６％，「やや する方法を，毎 登校時の教職員・生徒

②望ましい集団活動 ③学校行事の中で，生徒一人一人の力を伸ばし， そう思う」１８％，計９４％と 年考えることが 会の挨拶運動等，生徒会

を通して，生き方に 粘り強く育てる。 なった。また，保護者アンケー A 必要。 のさまざな取組が，大き

ついて自覚を深め ④行事・体験活動の実践を行う中で，生徒会活動 トで「お子さんは，学校に楽し また，情報モ く影響していると考える。

る。 の充実と推進を図る。 く登校している」で，「ややそ ラル教室等，毎 生徒が主体となる取組を，

う思う」を含め９０％となって 年行うことは， さらに進める必要がある

【評価指標】 いる。学校という集団生活にな 保護者・子ども と考える。

・学校のルールを守り，友達と共により良い学校 じむ中で，自分の生き方を考え にとってもあり

生活を送る生徒が８５％以上。 る場になると考える。 がたい。

３【学力の育成】
①与えられた課題や ①各教科で，生徒に身につけさせるべき基礎学力 ・生徒アンケート「授業を通し ・「文章を読み， ・生徒の授業への意識は

小テストに意欲的に の内容と取組方法を明確にする。 て基礎的な知識や技術が身につ 文章の書き方を 高いが，授業内容を十分

取組み，基礎学力の くことができている」では，「や 学ぶ。また，日 理解できていない生徒が

定着を図る力の育 【評価指標】 やそう思う」も含めると８９％ A 常生活の中で， 多い。今後も教師の教材

成。 ・授業を通して基礎的な知識や技術が身についた となり，目標とする評価指標を 書く必要性を自 研究や研修を行い「わか

と感じている生徒が８０％以上。 上回ることができた。 分で発見し，書 る授業」を目指すことが

く練習を積極的 必要であると考える。

②目的や場面に応 ②相手意識・目的意識・場面意識・方法意識・時 ・「自分の考えを他人に伝えた に行う。そして，・伝え合いには，こうす

じ，適切に話したり 間意識・評価意識に配慮しながら，指導を行う。 り，文章に書いたりすることは 生徒一人一人が れば必ずうまくいくとい

聞いたり話し合った 大変得意である」に対し，「そ 自分の意思を国 うような決まった近道は

りして，自分の考え 【評価指標】 う思う」１６％，「ややそう思 B 語で明確に表現 ない。しかし，話し合う

を豊かに表現する力 ・自分の考えを他人に伝えたり，文章に書いたり う」３０％，計４６％であった。 する能力を育て 課題に対して，どれだけ

の育成。 することは得意であると感じる生徒が７０％以 生徒は，（言葉にしたい思いは る。」ことの学 知識を有しているかで，

上。 あるが，うまく書けない，言葉 習の必要性を感 発信力も増えると考え

にできない）と考える。 じる。 る。

③授業の準備・チャ ③全教職員の共通理解のもと，生徒に意義等を周 ・「授業準備をしてチャイム着 ・「チャイム着席を自分

イム着席ができ，チ 知徹底し指導を行う。 席ができている」は９２％。「チ の意思で行っている」生

ャイムとともに授業 ャイム着席を自分の意思ででき A 徒が，８３％となってい

を始めることができ 【評価指標】 ている」では８３％であった。 る。チャイム着席＝当た

る。 ・授業等，チャイムスタートできている生徒が 生徒の意識を上げる必要性があ り前となるように，年度

８５％以上。 ると考える。 当初の徹底した指導が必

要。

４【家庭・地域との連携】
①オープンスクール ①開かれた学校として，HP・学年だより・学校 ・「ややそう思う」を含めると ・年度当初の学 ・年度当初に，機会ある

や日々の教育活動に だより等を発行し，学校の様子を発信する。 ８２％の保護者が，学校行事等 級懇談会や学年 度ごとに，直接保護者へ

ついて，適切に情報 を把握できていると考える。H 懇談会等の機会 の周知に努める。（年度

発信する。 【評価指標】 P・学校学年だより，案内文書 B の場で，「学校 当初の学級学年懇談会・

・学校は，保護者に学校の様子をHP・学校だよ 等で伝えることに加え，学校か だより・学年だ 家庭訪問等）

り・学年だより等でよく伝えることができている らの発信方法を再度，保護者に より・HP・学

と感じている保護者が８５％以上。 伝える努力が必要と考える。 校からの案内文

書」を通して，

②地域の教育力を活 ②地域の行事への積極的参加や人材活用により， ・保護者アンケートでは「やや 日々の教育活動 ・地域のクリーン作戦や

用する。 地域の持つ教育力を積極的に取り入れる。 そう思う」を含め７８％である。 について，案内 人材活用（ゲストティー

また，教師アンケートでは「や することを伝え チャー）などを活用し，

【評価指標】 やそう思う」を含め９１％とな B る。 生徒の生き方を考える上

・学校は，地域行事への参加や地域の人材活用な っている。今後も，学校の様子 でも，出会いの一つとす

ど，地域との連携が図られていると感じている保 を積極的に発信し，学校教育へ る。

護者が８５％以上。 の理解を得る必要があると考え

る。

「評定」の基準 A：十分達成できた B：おおむね達成できた C：達成できなかった
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